
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

5 月 14 日に『スリーウェーブ・パレード』を予定している和歌山では、賛同メッセージが寄せら

れ、当日に向けて準備が進んでいます。（メッセージ紹介します。） 

『スリーウェーブ・パレード』の開催を心よりお喜び申し上げます。 

このたびの大震災におきまして全国の皆さんが大きな悲しみに包まれ、また、住み、働き、育むことの尊

さを改めて思いました。 

 大震災に挫けず、被災地を含む全国の働く皆さんとともに医師、看護師、介護職員の確保対策の充実の

実現を求めて参りますとともに一日も早い被災地の復興を願います。    

 本パレードが実り多い成果を上げられますこと、また和歌山県医療労働組合連合会に集う皆様方のご多

幸をお祈りいたしまして激励のメッセージとさせていただきます。 

                        2011年 5月 14日   衆議院議員 岸本 周平 

 

まもろう地域医療 

  看護師さんありがとう 「仕事と生活の調和」がとれる病院環境をつくりましょう。 

医師、看護師、介護士の連携で高齢化医療を支えよう 

                              国保日高総合病院 東 克彦 

「和歌山市長などからもメッセージ頂いている、自治体意見書も 1つ増えましたよ！」とのことです。 
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 東京医療関連協は、5月11日に行動しました。

雨の中、280名で宣伝行動を 1時間、580筆の

署名を集めました。田中委員長、山田真巳子副

委員長も参加、産休中のナースや真っ赤な髪の

若いメンズ、たくさんの方から頂きました。 

 午後からは、佐々木司氏の講演と宮子あずさ

さんの講演で「看護の日行動」を満喫しました。 


